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俳
文
学
会
の
全
国
大
会 

 

金
沢
学
院
短
期
大
学
が
主

管
す
る
俳
文
学
会
第
六
十
回

全
国
大
会
が
十
月
十
一
日
か

ら
十
三
日
ま
で
、
金
沢
市
文

化
ホ
ー
ル
な
ど
を
会
場
に
開

か
れ
ま
し
た
。
十
一
件
の
研

究
発
表
と
総
会
、
金
沢
市
周

辺
の
文
学
遺
跡
踏
査
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

大
会
実
行
委
員
長
と
し
て

開
催
に
尽
力
し
た
同
短
大
の

藏
角
利
幸
教
授
は
「
金
沢
に
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ー
に
、
教
育
理
念
「
創

造
」
の
意
欲
を
か
き
た

て
る
象
徴
と
し
て
身
近

な
色
鉛
筆
を
配
置
し
、

未
来
へ
躍
進
し
て
ほ
し

い
と
の
願
い
を
込
め
ま

し
た
。 

走
行
試
験
は
十
社
・

団
体
の
車
両
で
二
年
間

に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。 

 

平
成
二
十
一
年
度
の
石
川

県
教
員
採
用
候
補
者
試
験

で
、
金
沢
学
院
大
学
の
卒
業

生
二
人
が
中
学
高
校
の
国
語

と
小
学
校
教
員
に
そ
れ
ぞ
れ

合
格
し
ま
し
た
。
ま
た
、
愛

知
県
の
教
員
に
現
役
生
が
合 

格
し
ま
し
た
。 

 

石
川
の
中
高
校
国
語
に
は

峪
光
司
さ
ん
（
30
）
＝
文
学

部
日
本
文
学
科
卒
、
七
尾
高 

校
出
身
、
小
学
校
教
員
に
は

上
出
洋
士
さ
ん
（
30
）
＝
同
、

小
松
明
峰
高
校
出
身
＝
が
合

格
し
ま
し
た
。 

峪
さ
ん
は
石
川
県
内
の
県

立
高
校
、
上
出
さ
ん
は
同
じ

く
小
中
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
臨

任
講
師
、
非
常
勤
講
師
を
務

め
て
、
実
務
経
験
を
積
み
重

ね
て
き
ま
し
た
。 

愛
知
県
の
教
員
採
用
試
験 

愛
知
に
も
現
役
で
清
野
さ
ん

後
部
と
右
側
の
デ
ザ
イ
ン 

優
勝
が
決
ま
り
部
員
に
胴
上
げ
さ
れ
る
角
尾

監
督
＝
10
月
12
日
、
加
賀
市
中
央
公
園
野
球
場 

（
中
学
校
国
語
）
に
合
格
し

た
の
は
文
学
部
日
本
文
学
科

四
年
に
在
籍
し
て
い
る
清
野

（
せ
い
の
）
絢
さ
ん
（
22
）

＝
新
潟
県
新
発
田
南
高
校
出

身
＝
で
す
。
清
野
さ
ん
は
「
先

生
方
に
教
え
て
も
ら
っ
た
こ

と
や
予
想
問
題
な
ど
を
き
ち

ん
と
押
さ
え
た
こ
と
が
合
格

に
つ
な
が
っ
た
と
思
う
」
と

喜
ん
で
い
ま
す
。 

 

北
陸
大
学
野
球
秋
の
リ
ー

グ
戦
は
10
月
19
日
終
了
し
、

金
沢
学
院
大
学
は
８
勝
２
敗

で
７
度
目
の
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。
10
月
31
日
か
ら
名

古
屋
市
で
開
か
れ
る
愛
知
・

東
海
・
北
陸
代
表
決
定
戦
に
、

２
位
の
金
沢
星
稜
大
学
と
と

も
に
出
場
し
、
明
治
神
宮
大

会
の
出
場
権
獲
得
を
目
指
し

ま
す
。 

 

金
沢
学
院
大
学
は
開
幕
か

ら
快
調
に
８
連
勝
し
、
２
位

以
下
の
チ
ー
ム
の
混
戦
模
様

も
あ
っ
て
最
終
週
を
待
た
ず

に
優
勝
を
決
め
ま
し
た
。 

前
部
と
左
側
の
デ
ザ
イ
ン 

ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス 

ス
タ
ー
ト

金
沢
市
が
北
陸
鉄
道
の

路
線
バ
ス
で
行
う
ラ
ッ
ピ

ン
グ
バ
ス
の
社
会
実
験
に

学
校
法
人
金
沢
学
院
も
参

加
し
、
十
月
十
四
日
か
ら

色
鉛
筆
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

バ
ス
が
平
和
町
、
金
石
、

四
十
万
線
な
ど
で
走
行
を

開
始
し
ま
し
た
。 

杜
の
都
金
沢
を
イ
メ
―

ジ
し
た
薄
緑
色
の
ボ
デ
ィ 

平和町、四十万線など運行 

 

お
け
る
子
規
派
の
形
成
過

程
」
の
テ
ー
マ
で
自
ら
も
研

究
発
表
に
臨
み
、「
正
岡
子
規

と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
直

門
の
方
々
が
、
変
化
を
受
容

す
る
素
地
が
醸
成
さ
れ
て
い

た
金
沢
の
俳
壇
を
指
導
し

た
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

神
宮
大
会
目
指
し
愛
知
の
代
表
決
定
戦
へ 

サ
テ
ラ
イ
ト
の
町
名
が
変
更 

 

金
沢
学
院
サ
テ
ラ
イ
ト
教

室
の
所
在
地
が
十
一
月
一
日

か
ら
「
〒
９
２
０
‐
０
９
１

９
金
沢
市
南
町
２
番
１
号
」

に
変
更
に
な
り
ま
す
。
サ
テ

ラ
イ
ト
が
入
居
し
て
い
る
北

國
新
聞
会
館
が
旧
町
名
と
し

て
復
活
す
る
南
町
に
含
ま
れ

る
こ
と
に
伴
う
対
応
で
す
。 

金
沢
学
院
の 


